
(57)【要約】

【課題】エアフィルターの定期的な清掃の煩わしさを解

消し、常に良好な送風状態を確保する。

【解決手段】空気調和機の熱交換器と吸込口との間に、

フィルター枠と、エアフィルターと、塵埃を吸入する移

動可能な複数の吸入ノズルと、前記複数の吸入ノズルに

吸い込みダクトを設け、さらに前記吸い込みダクトに連

結する吸引排気装置と、塵埃を室外に排気する排気ダク

トとを具備したフィルター装置を設けたことを特徴とす

る空気調和機。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 と 吸 込 口 と の 間 に 、 フ ィ ル タ ー 枠 と 、 エ ア フ ィ ル タ ー と 、 塵 埃 を 吸
入 す る 移 動 可 能 な 複 数 の 吸 入 ノ ズ ル と 、 前 記 複 数 の 吸 入 ノ ズ ル に 吸 い 込 み ダ ク ト を 設 け 、
さ ら に 前 記 吸 い 込 み ダ ク ト に 連 結 す る 吸 引 排 気 装 置 と 、 塵 埃 を 室 外 に 排 気 す る 排 気 ダ ク ト
と を 具 備 し た フ ィ ル タ ー 装 置 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 自 動 清 掃 が 可 能 な フ ィ ル タ ー 装 置 を 備 え た 空 気 調 和 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 空 気 調 和 機 は 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 熱 交 換 器 １ １ の 前 面 に 、 空 気 調 和 機 の 本
体 内 部 へ 塵 埃 が 侵 入 す る こ と を 防 ぐ た め の エ ア フ ィ ル タ ー ６ が 設 け ら れ て お り 、 こ の エ ア
フ ィ ル タ ー ６ は 、 付 着 し た 塵 埃 を 手 で 清 掃 で き る よ う に 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 空 気 調 和 機 に は 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 清 掃 手 段 と し て 、 回 転 ブ ラ シ と 、 ブ ラ シ カ バ ー
と 、 前 記 回 転 ブ ラ シ に 同 軸 に 設 け ら れ る ピ ニ オ ン か ら な る フ ィ ル タ ー ブ ラ シ が 構 成 さ れ て
い る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 捕 集 装 置 と 、 清 浄 装 置 と 、 吸 込 み 機 構 と 、 前 記 吸 込 み 機 構 に 繋 が る 担 持 ビ ー ム と 、
前 記 担 持 ビ ー ム に 接 続 さ れ た ホ ー ス と 真 空 発 生 器 な ど で 構 成 さ れ て い る も の が 知 ら れ て い
る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 ベ ル ト 状 の フ ィ ル タ ー を 張 設 し た 駆 動 軸 及 び 従 動 軸 と 、 サ ー ボ モ ー タ と 、 ブ ラ シ と
、 排 気 管 に 配 設 さ れ た 塵 埃 セ ン サ ー 及 び フ ァ ン と 、 前 記 フ ィ ル タ ー の 連 続 使 用 時 間 を 算 出
す る 演 算 処 理 手 段 と 、 制 御 手 段 と が 構 成 さ れ て い る も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献
３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ２ ６ ３ ３ １ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ ～ ４ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ － ７ ５ ０ ２ ０ 号 公 報 （ 第 １ ～ ９ 頁 、 第 ４ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ６ － ７ ４ ５ ２ １ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の フ ィ ル タ ー の 構 成 で は 、 空 気 調 和 機 の 使 用 頻 度 に 応 じ て 空 気 調
和 機 よ り 取 り 外 し 、 水 洗 い も し く は 掃 除 機 な ど で 付 着 し た 塵 埃 を 掃 除 す る と い う 周 期 的 な
メ ン テ ナ ン ス を 要 す る 。 ま た 、 周 期 的 な メ ン テ ナ ン ス が 成 さ れ な か っ た 場 合 、 エ ア フ ィ ル
タ ー に 塵 埃 が 堆 積 し 吸 込 み 空 気 の 通 気 抵 抗 が 増 大 す る た め 空 気 調 和 機 の 性 能 が 低 下 、 消 費
電 力 が 増 大 す る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 動 作 手 段 に 制 約 が あ っ た り 、 集 塵 後 の 塵 埃 処 理 の 手 間 が 発 生 す る な ど し て 確 実 な 手
段 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 動 作 手 段 に 制 約 が あ っ た り 、 本 体 サ イ ズ が 拡 大 化 す る な ど の 課 題 を 有 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 フ ィ ル タ ー 枠 と 、 エ ア フ ィ ル タ
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ー と 、 移 動 可 能 な 複 数 の 吸 入 ノ ズ ル と 、 前 記 複 数 の 吸 入 ノ ズ ル に 吸 い 込 み ダ ク ト を 設 け 、
さ ら に 前 記 吸 い 込 み ダ ク ト に 連 結 す る 吸 引 排 気 装 置 と 排 気 ダ ク ト と を 具 備 し た フ ィ ル タ ー
装 置 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 に よ り 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 清 掃 を 自 動 的 に 、 且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 と な り 、
空 気 調 和 機 の 性 能 維 持 、 及 び 消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る フ ィ ル タ ー 装 置 の 斜 視 図 、 図 ２ 、 ３ は 本 発 明 の 実 施
の 形 態 １ に お け る の 吸 入 ノ ズ ル の 外 観 図 、 図 ４ は 空 気 調 和 機 の 正 面 図 、 図 ５ 、 図 ６ は 本 発
明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
空 気 調 和 機 本 体 １ ３ の 内 部 に は 、 熱 交 換 器 １ １ と フ ァ ン １ ２ が 配 設 さ れ て お り 、 本 体 １ ３
の 前 面 か ら 上 面 に 渡 り 形 成 さ れ る 複 数 の 吸 込 口 （ 図 示 せ ず ） か ら は 、 フ ァ ン の 動 作 に よ り
空 気 が 吸 い 込 ま れ 、 こ れ ら の 空 気 中 に 漂 う 塵 埃 は 、 前 記 吸 込 口 と 熱 交 換 器 １ １ と の 間 に 設
け た フ ィ ル タ ー 装 置 １ で 取 り 除 か れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の フ ィ ル タ ー 装 置 １ は 、 フ ィ ル タ ー 枠 ２ と 、 エ ア フ ィ ル タ ー ６ と 、 移 動 可 能 な 吸 入 ノ ズ
ル ５ と 、 吸 入 ノ ズ ル ５ に 吸 い 込 み ダ ク ト ３ を 設 け 、 さ ら に 吸 い 込 み ダ ク ト ３ に 連 結 す る 吸
引 排 気 装 置 ７ と 排 気 ダ ク ト ８ と か ら 構 成 し た も の で あ る 。 こ こ で 、 吸 入 ノ ズ ル ５ は 吸 入 ノ
ズ ル ５ の 移 動 方 向 に 対 し ２ 本 並 べ た 形 態 で 配 設 し 、 そ れ ぞ れ に 第 一 吸 入 口 ５ ａ １ 、 第 二 吸
入 口 ５ ａ ２ を 設 け て い る 。 第 一 吸 入 口 ５ ａ １ は エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 前 面 部 に 相 対 す る 位 置
に 、 第 二 吸 入 口 ５ ａ ２ は エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 上 面 部 に 相 対 す る 位 置 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た フ ィ ル タ ー 装 置 １ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 空 気 調 和 機 本 体 １ ３ の
運 転 停 止 後 に 、 吸 引 排 気 装 置 ７ が 運 転 開 始 し 、 吸 い 込 み ダ ク ト ３ に 設 置 さ れ た ２ 本 の 吸 入
ノ ズ ル ５ に 個 々 に 設 け た 第 一 吸 入 口 ５ ａ １ 、 第 二 吸 入 口 ５ ａ ２ か ら 空 気 を 吸 い 込 み 始 め る
。 そ し て 、 エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 片 側 端 に 位 置 し て い た ２ 本 の 吸 入 ノ ズ ル ５ が 、 駆 動 モ ー タ
１ ０ に 連 結 さ れ た 駆 動 用 ワ イ ヤ ー ９ に よ っ て 、 図 １ に 示 す よ う に Ａ の 矢 印 方 向 に 移 動 し 、
エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 を 吸 入 ノ ズ ル ５ に 設 け た 第 一 吸 入 口 ５ ａ １ 、 第 二
吸 入 口 ５ ａ ２ か ら 吸 い 取 り 、 塵 埃 は 吸 い 込 み ダ ク ト ３ 、 吸 引 排 気 装 置 ７ を 通 り 、 排 気 ダ ク
ト ８ か ら 室 外 へ 吐 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で 、 吸 入 ノ ズ ル ５ が エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 表 面 を 全 面 清 掃 し 、 対 向 す る 片 側 端 ま で 移 動
し た と き に 駆 動 モ ー タ １ ０ を 逆 回 転 さ せ れ ば 、 吸 入 ノ ズ ル ５ は 初 期 の 位 置 に 戻 る 方 向 に 移
動 し て 、 も う 一 度 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 表 面 を 清 掃 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 述 の よ う に 、 ２ 本 の 吸 入 ノ ズ ル ５ を 設 け て 吸 入 口 を 分 割 す る こ と で 、 吸 入 ノ ズ ル １ 本 当
り の 吸 入 口 の 開 口 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き る た め 、 吸 入 口 を 通 過 す る 吸 込 み 空 気 の 速
度 が 増 し て 、 吸 引 力 を 上 げ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 表 面 に 付 着 し
た 塵 埃 を よ り 確 実 に 吸 引 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 ２ 本 構 成 の 吸 入 ノ ズ ル ５ を 設 け た が 、 場 合 に よ っ て は 、 ２ 本 以 上 の 構
成 と し て も よ い 。 ま た 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 １ 本 の 吸 入 ノ ズ ル ５ に お い て 、 吸 入
通 路 ５ ｃ を 分 割 し 、 そ れ ぞ れ の 吸 入 通 路 ５ ｃ に 吸 入 口 を 設 け て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 空 気 調 和 機 に 、 吸 塵 性 能 に 優 れ た 、 自 動 清 掃 可 能 な フ
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ィ ル タ ー 装 置 を 設 け る こ と が で き 、 性 能 維 持 、 及 び 消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
図 ７ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
分 割 し た 吸 入 通 路 ５ ｃ に 個 々 に 設 け た 吸 入 口 ５ ａ １ 、 ５ ａ ２ を 、 吸 入 ノ ズ ル ５ の 移 動 方 向
に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 、 隙 間 な く 、 も し く は オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ て 配 列 （ δ ≧ ０ ） す る
こ と で 、 エ ア フ ィ ル タ ー ６ の 表 面 に 付 着 し て い る 塵 埃 を 残 す こ と な く 吸 引 す る こ と が で き
る 。 こ の た め エ ア フ ィ ル タ ー ６ を よ り 確 実 に 清 掃 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 に お い て は 、 フ ィ ル タ ー 枠 と 、 エ ア フ ィ ル タ ー と 、 移
動 可 能 な 複 数 の 吸 入 ノ ズ ル と 、 前 記 複 数 の 吸 入 ノ ズ ル に 吸 い 込 み ダ ク ト を 設 け 、 さ ら に 前
記 吸 い 込 み ダ ク ト に 連 結 す る 吸 引 排 気 装 置 と 排 気 ダ ク ト と を 具 備 し た フ ィ ル タ ー 装 置 を 設
け た こ と で 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 清 掃 を 自 動 的 に 、 且 つ 確 実 に 行 う こ と が 可 能 に な り 、 空 気
調 和 機 の 性 能 維 持 、 及 び 消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る フ ィ ル タ ー 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る フ ィ ル タ ー 装 置 の 吸 入 ノ ズ ル の 外 観 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る フ ィ ル タ ー 装 置 の 吸 入 ノ ズ ル の 外 観 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の 正 面 図
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｉ － Ｉ 断 面 に お け る 断 面 図
【 図 ６ 】 図 ４ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 に お け る 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る フ ィ ル タ ー 装 置 の 吸 入 ノ ズ ル の 外 観 図
【 図 ８ 】 従 来 例 を 示 す 空 気 調 和 機 の 正 面 図
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 に お け る 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 フ ィ ル タ ー 装 置
２ 　 フ ィ ル タ ー 枠
３ 　 吸 い 込 み ダ ク ト
５ 　 吸 入 ノ ズ ル
５ ａ １ 　 第 一 吸 入 口
５ ａ ２ 　 第 二 吸 入 口
５ ｃ 　 吸 入 通 路
６ 　 エ ア フ ィ ル タ ー
７ 　 吸 引 排 気 装 置
８ 　 排 気 ダ ク ト
９ 　 駆 動 用 ワ イ ヤ ー
１ ０ 　 駆 動 モ ー タ
１ １ 　 熱 交 換 器
１ ２ 　 フ ァ ン
１ ３ 　 本 体
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